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1. 目指すべきモビリティ
社会の方向性
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日本が目指すべきは、移動が、利便性の向上だけでなく、人々の幸せ
を高めるMobility社会 

基本的な考え方 

『もっと移動したくなる国』 

人々が便利なモビリティを活用して
様々な場所へ移動し、幸せな 

出会い・体験で溢れる社会 

自動運転・シェアリング・IoT / コネクティビティによる便利な生活は、各所で描かれている。 
しかし、今描くべきは、利便性の先にある価値が実現された姿ではないか 

移
動
の
付
加
価
値
向
上 

移動の合理化 

幸
せ 

便利 

『移動の必要がない国』 

必要なモノ・情報が、動かなくても
手に入る、全てが合理化された 

便利偏重社会 
現状 
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合理的で無駄のない移動を起点とした「幸せ作り」のサイクルを、個人
から社会全体へ広げることで、移動総量は増加 

個人 社会全体 

幸せ作りのサイクル 

移動 

安心 / 
感謝 

> 最先端モビリティによりセーフティネットが進化 

> モビリティへの信頼が向上 

> 社会全体で移動総量が 
増加し、様々な出会い・ 
協業が発生 

> 社会・経済がより豊かに 

> 移動単価が下がり、
移動が促進される 

移動 

便利 

> 移動動機が強まり、
移動を促進 

移動 

幸せ 

> 更なる感動を求め、
移動量が増加 

移動 

多幸感 

平常時 

A 合理的で無駄
のない移動 

B 移動中に付加
価値を享受 

C 移動先で刺激・ 
充実感を享受 

非常時 

D 

E 移動総量が増加 



6 JPN-6018-90000-18-001-01.pptx JPN-6018-90000-18-001-01.pptx 

個人 

非常時 

社会全体 

幸せ作りのサイクル（シーン例） 

D 

E 移動総量が増加 

災害時被害最小化に貢献する移動・電力システムの構築 

> 最低限の車両を社会で共有。非難ルートを分散し、渋滞を回避 

> EV／HEVによる停電時の電力供給 

通学・通勤・通院
等、日常で必要な
移動が円滑化 

移動そのものの
価値が高まり、 
目的化される 

平常時 

A 合理的で無駄
のない移動 

B 移動中に付加
価値を享受 

C 移動先で刺激・ 
充実感を享受 

出会い・交流・ 
感動等、次の移動
を促す体験を支援 

個人の『移動⇔幸せ』の 
積上げ・相乗効果により、 
移動量増加。経済も潤う 

> 個人の移動への動機
が高まり、移動量増加。 
社会資本の増強に 

– “もっと活動したい” 

– “もっと移動したい” 

> 移動で得られる体験が 
共有され、相互作用し
ながら社会に波及。 
経済資本の増強に 

– 消費の促進 

– 出会いを起点とした
協業・事業創生 

移動中・移動先での豊かな経験を実現するために、モビリティを通じて
貢献し得ることを具体化し、ビジョンにして行くことが必要 

> 自動運転コミュニティバスでの旧友との出会い 

> 旅先で居合わせた人と感動を共有 
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リアルでの移動に加えて、仮想現実（VR）での移動も手段になり得る。
リアルと仮想現実の役割分担が重要に 

仮想現実からリアルの移動への展開 

仮想現実での疑似体験 仮想現実を超えたリアルな体験 

> 名所への疑似的な訪問 

> イベントへの疑似的な参加 

> 乗り物・建物の疑似的な体験 

> 臨場感が求められるもの 

> 物理的な経験が重要なもの 

> ヒトとのつながり、交流が重要なもの 

仮想現実は、移動を抑制するものではなく、きっかけになるもの 



2. モビリティのトレンド 
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トレンドは多岐に亘る。中でも、異次元の変化を生み出すトレンドは、
シェアードモビリティ、自動運転、コネクティビティ、電動化の4つ 

主なトレンドの位置付け 

Source: Roland Berger 

高い 

低い 

燃焼機関の進化 

代替燃料 

燃料電池 

ADAS 

軽量化 

低価格ブランド 

新規参入者 アジアへの 

シフト 

デジタル経験 

シェアードモビリティ 

コネクティビティ 

（主要イネーブラ） 

自動運転 

新たな販売形態 

新興OEM 

電動化 

潜在的 
影響力 

高い 低い 不確実性 
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コネクティビティ・電動化を梃子に、シェアードモビリティと自動運転が
両立したAutomotive 4.0の世界が到来 

Automotive 4.0の考え方 

Source: Roland Berger 

可能性の高いシフトの道筋 

移動手段の共有 

高 

低 高 

自
動
運
転

 

短期的 
現在- 2020 

中期的 
2020-2030 

長期的  
2030以降 

現行の世界 自動化された世界 

つながり、共有された世界 
Automotive 4.0 

シェアードモビリティ、 
コネクティビティ、 
自動運転の融合 

>車の保有が一般的 

>但し、都市部や一部の近郊都市においては 
シェアリングが増加 

>自動運転は個人所有を中心に広く普及 

>シェアリングは限定的 

低 
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Station 

B 

オフィス街 

駅 

住宅街 

シッピングゾーン 

多様なモビリティの活用シーン（例） 
> 通勤・通学・買物でのシェアードモビリティ 

– 短距離（住宅街～駅 等）：無人小型Pod 

– 中距離（駅～郊外 ）：無人中型バス 

> レジャー・趣味でのオーナーズカー 

– 基本的にはオーナー自ら運転 

– 但し、自動バレーパーキング等も活用 

> ガソリン・ディーゼル・EV・HEV・PHEV・FCV

等、多様なパワートレイン 

モビリティの所有 / 共有、有人 / 無人、
電動 / 内燃機関等、各要素の良い面を
組み合わせて、最適なモデルを構築 

B 

通勤・通学 

輸送 

趣味 

ショッピング 

> 有人乗用車 

> BRT 

> 無人隊列 
走行トラック 

Automotive 4.0の世界では、多様な移動手段が共存。それらの組合せ
により、誰もが、移動したい時に、待つことなく、安価に移動出来る 

Automotive 4.0の世界観 

郊外へ 

> 無人中型バス 
> 無人Pod 
> 有人乗用車 



3. 次世代燃料供給インフラ
検討の方向性 
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モビリティトレンドを踏まえた次世代燃料供給インフラの検討に際し、
重要なポイントは3つ 

次世代燃料供給インフラ検討時の重要ポイント 

インフラ検討の前提となる構図 検討時の重要ポイント 

多様な社会・消費者課題 

多様なモビリティモデル 

各課題の解決手段とし
て最適なモビリティモデ
ルを構築 

GS / SS以外にも、採算性の観点で、事業継続 / あり方を
再検討すべきプレイヤーは存在し、次世代インフラの担
い手になり得る 
> 郵便局、電力会社、NTT、公立病院、コンビニエンスストア 等 

1 

バリューチェーン（VC）を、「商流」「在庫」「配送」に分割し
て検討 
> 従来のVCは、規制を背景とした垂直統合型（必ずしも、地域毎の需給バ
ランスに合致しないことも） 

> 各VCに求められる機能が異なり、本来担うべき / 得意とする 
プレイヤーは多様に存在する筈 

> IoT / コネクティビティにより、需給双方の状況がリアルタイムで判るよう
になり、地域毎に需給を最適化出来る 

2 

エコシステムを志向する 
> 各VCのプレイヤーは、自社VCに閉じたビジネスモデルで収益を最大化
しようとしがち（実際の需給と合わないと、撤退） 

> VC全体をエコシステムとして考え、地域の需要と供給をぴったりに合わ
せることで持続性のあるビジネスモデルを構築する 

3 
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GS/ SSと同じ課題を抱えているプレイヤーは他業種にも存在。彼等を
巻き込んで行くことが重要 

広域展開するも不採算地域を抱えるプレイヤー（例） 

1 

プレイヤー 広域展開の背景 不採算地域の現状 

右記法律により
ユニバーサル
サービス（地域
の区別なく同質
のサービス）の
提供が義務 

郵便局 
日本郵便 
株式会社法 

民営化で収益力向上が急務も、郵便局は聖域化しており、
不採算店舗の統廃合は難航中 

電力会社 電気事業法 電力自由化により、採算地域の競争激化。不採算地域での
業務を継続するために、電気料金の値上げを検討中 

NTT 
電気通信 
事業者法 

不採算地域での提供を継続するため、NTT以外の電気通信
事業者も提供コストを負担中 

公立病院 
僻地・過疎地等、不採算地域
の医療水準向上が設立目的 

全国の公立病院で計831億円の赤字（2016年度）。一方で、
公立病院は僻地医療の拠点病院の62%を占め、不可欠 

CVS 
都市部では出店し尽したこと
から、過疎地・離島にも展開 

移動弱者の多い中山間部を中心に移動販売を開始。地域
の社会福祉協議会等とも連携し、高齢者安否確認等も実施 

法規制により、不採算地域での事業実施義務も、改善検討中 

過疎地・離島等ならではの地域ニーズを取り込み、他事業を展開し収益化 

Source: 総務省、電ニュー！、産経新聞（2017年9月27日）、NTTドコモ、日本経済新聞（2018年1月8日）、日刊工業新聞（2017年6月28日） 
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燃料供給インフラのバリューチェーンを、「商流」「在庫」「配送」に分離
し、最適な組合せを構築 

次世代燃料供給インフラの全体像（現時点仮説） 

EC 

> 顧客接点を持ち、デー
タにより商流を最適化 

> Amazon、楽天 等 

燃料供給インフラ会社 

> 保管場所を確保し、安
全に管理 

> SS、電力・ガス会社 等 

配送会社 

> 消費者に配送 / 消費
者が来る補給所運営 

> ヤマト運輸、佐川急便、
CVS 等 

2 

分離する必要性 

燃料供給インフラは「危険物の規制に関する規則」
により、あるべき姿が規定されており、事業者に 
よる垂直統合的サービス提供が想定されている 

> 第10条～第28条：製造所等（給油取扱所を含む）
の位置、構造及び設備の基準 

> 第38条4～第40条：貯蔵及び取扱いの基準 

> 第41条～第47条3：運搬及び移送の基準 

しかし、地域によってインフラへのニーズは異なる 

> 燃料補給頻度が高くなく、在庫は不要 

> 移動困難のため、燃料配送ニーズが強い 等 

地域ニーズに柔軟に対応可能なモデルが必要 

次世代燃料供給インフラのバリューチェーン（例） 

商流 

在庫 

配送 

IoTでコネクト
され、統合的
に機能可能 

Source: 危険物の規制に関する規則 
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次世代燃料供給インフラは、需要と供給をぴったりに合わせた「エコシ
ステム」として構築することで持続性を担保 

エコシステムとしての次世代燃料供給インフラ（イメージ） 

3 

G 

戸建住宅 

郵便局 

商業施設、併設の 
充電ステーション 

PHEV 

ガソリン 

水
素 

GS / SS 

H 

水素ステーション 

EV 

公立病院 オフィス 

EV 

EV 

NTT 充電・水素ステーションが普及
しても、従来のGS / SSは存続 

FCV 

NTTがバッテリー在庫を持ち、
充電ステーションとしても機能 

郵便局が、配送車両にバッテリー
を搭載し、移動弱者に配送 

公立病院がFCVバスを導入する
ことで、FCVの普及を側面支援 

CVS等の商業施設に
充電ステーション併設 

モビリティ向けだけでなく、
一般Utilityとしても機能 

オフィスでの水素燃料
電池の活用 

データに基づき、
商流を最適化 

電力の流れ データの流れ 

地域ニーズに則したサービスを提供するエコシステムを構築するために、 
全体の利害を調整する存在として、政府や自治体のリーダーシップが必要 

EC 
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SSの四つの役割 

多様化するモビリティモデルの中で、SSが担う役割は少なくとも4つあ
る。地域にあったエコシステムの中で最適な役割を持たすべき 

地域の 
エネルギー在庫 

大規模エネルギー
供給拠点 配送基盤 

人が集まる商圏 

> 過疎地へエネルギーを 
運ぶ中継と配送機能 

> エネルギー以外の地域 
必需品の配送も担当 

> 従来の車が立ち寄る形で
のエネルギー供給機能は
最小化および無人化 

> 石油製品だけでなく、 
各種エネルギーの 
在庫を適切に管理 

> 将来的にはエネルギー
変換も担当 

> 販売・配送は別の 
プレイヤーが担当 

> 次世代ハイパーマーケット
として人が集まる商圏の 
一部として機能 

> お客様とのタッチポイント 
としてモビリティライフを 
提案・サポート 

> 自家用車・自動運転 
車・商用車両などが 
一時的に立ち寄り 
エネルギーを補給する
拠点 

> 高回転・高密度が武器 

G 

従来のSS 

1 

2 

3 

4 

G 

G 

G 






